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選考委員からのコメント
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廃棄野菜を餌にしてムラサキウニの養殖に用いること
で、食品ロス削減に貢献している。養殖ウニの仕入れ
先確保もできており、消費の循環を実感できる取組。

【ターゲット12.３】
小売・消費者レベルにおける世界全体の１
人あたりの食品廃棄を半分にする

養殖により、ムラサキウニの個体数を管理することで、
生態系の保護に寄与している。また、周辺の食用海藻
類への影響も考慮した取組。

【ターゲット14.２】
海洋・沿岸の生態系を持続的な形で管理・
保護する
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廃棄野菜を活用したムラサキウニの養殖は、食品ロスの削減や海浜の保護
のため全国の様々な地域で取組が行われつつあるが、地元の高校が参加し
ている例は珍しく、具体的な成果が出るよう今後の発展に期待します。

佐久間　信哉 氏

奨励賞のポイント
廃棄野菜を使った養殖で、食品ロスの削減や海洋生態系の保護に寄与す
る取組。
現在は、ボイラー加温を利用しているが、将来的に代替案を用意する意
識も持っており、今後はさらに環境にやさしいブランドウニが誕生する
ことを期待する。


